
少人数で
考えを広げ、深める
ＩＣＴの活用例
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付箋の機能を活用して、学習活動の充実を図る

複式学級や全校での実践より
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複式学級や少人数だと…

話合いで、なかなか発言が続かないな……
似ている意見でも、子供たち一人一人に
自分の考えを発信してほしいけれど……

間接指導の自力解決の時間が
充実しにくいな……

じっくりと考えを深めさせたいんだけど……

小規模校だから
異年齢交流が

とても大切なのに
コロナの状況によっては

全校で集まるのも
難しいな……

せっかくの１人１台端末！
複式学級や少人数の

課題の改善に
活用してみよう！

■ 本事例は、Google Jamboadを活用した実践例です。
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一人一人の思いやアイデアをたくさん出し合う 第５・６学年 道徳

一人一人の付箋の色を変えて

学級で

発表して意見を言うだけでなく
付箋でも表していくと

みんなの意見が可視化されて
増えたり広がったりしているのが

実感できるね

■ 自分の意見を付箋で提示する

■ 自分の付箋を増やすことで、意見が増えることが実感できる。
■ 付箋を動かして分類したり、ペンで書き込んだりして学習を深めることができる。
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全員の意見を整理し、それを基に話し合う 第５・６学年 学級活動

賛成・反対で色を分けて

学級で

① 最初に自分の意見が
賛成か反対かを示す

② 賛成である理由、反対である理由を考え
一人一人が付箋で貼る

出された意見をもとに
話合いができるので

いつもは発表しにくい子も
発言しやすくなるよ

黒板と併用できる
ところも利点だね！■ 自分の意見を理由付ける

■ 自分や友達の立場（賛成か反対か）を意識
しながら、話合いを進めることができる。

友達の意見を聞いて、
考えが揺れたり

変わったりしたときには、
それも付箋の言葉や

貼る位置で表せそうだね
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自分で操作して、考えを深める 第３学年 算数科「表とグラフ」

付箋を並べ替えて

■ 間接指導の時間に自分の力で取り組む

学級で

ランダムに貼られた
付箋（質的データ）を
自分で並び替えながら
分かりやすい整理の
仕方を探していく。

遊びで分類したけど
分かりにくいなあ

こっちの方が
分かりやすいぞ！

棒グラフの学習へとつながる
大事な試行錯誤の時間になるね！

■ 何度も並び替えられる。
■ 画像で記録し、比べたり
見直したりすることができる。

■ 話合いで発表資料として
活用できる。

■ 間接指導の間の個々の変容の
見取りにも活用できる。
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タブレットで交流し、楽しみながら操作に慣れる全校で

一人一人の付箋の色を変えて チームごとに付箋の色を変えて

カレーの具と言えば？

〇〇と言えば？ 想像したものを付箋に書く

「せーの！」で一斉に画面に付箋を貼る

合計ポイントの多いチームの勝ち！

友達と答えが合っているとポイントゲット！

Web会議システムの活用■ 休み時間やミニ集会などで、全校で取り組む

コロナ禍であっても
自教室で全校児童との

交流ができる！

「しりとり」ゲーム

縦割り班でチーム編成
制限時間内にたくさん付箋を貼ったチームの勝ち！

■ 低学年にも取り組みやすい短い言葉の
キーボード入力

■ Ｔ・Ｔで他学年と協力して進めるので、
低学年の教師は子供のサポートに専念

「あわせましょう」ゲーム

ＩＣＴを活用した交流に慣れておくと、学習にも活用できます

やった♪
2ポイント ゲット！

みんなは何て
答えるかな？
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全校学級活動

学年（学級）によって付箋の色を変えて

全校みんなの思いやアイデアをたくさん出し合う全校で

■ 全校で話合い活動を行う

■ 意見がたくさん出ることが実感できる。
■ Ｔ・Ｔで自学級の子供に丁寧に関わり、支援できる。
■ 話合いの展開に応じて、付箋を動かし、分類したり比較したりすることができる。

みんなの意見を広く集めるだけでなく
互いの考えを見合いながら
話合いが進められるね

学年差はあるけれど
それぞれの担任が

コーディネートしながら
じっくり考えさせられるね

学習の様子や成果などを
保護者や地域の方に

情報発信するだけでなく
参加してもらうなどの方法も

考えられるかも……

Web会議システムの活用
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○ 一人一人の思いやアイデアを大切にしながら、学習を
進めることができます。

○ 考えを広げる、分類する、比較する、振り返るなど、学習の
ねらいに応じた活用ができます。

付箋の機能を活用すると

日常的に活用することで
子供たちも使い慣れて
様々 な学習に活用できる
ツールとなっていくぞ！

使い慣れた付箋で
他校の友達に

メッセージを作ることも
できるね！


